
Title 「告諭」をめぐって : 権記の文体

Author(s) 小山, 登久

Citation 語文. 1967, 27, p. 28-38

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68579

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



「
生
回

諭
」

を
め

ぐ

っ
て

―
―

権

記

の

文

体

―
―

０

権
大
納
言
藤
原
行
成
の
日
録
、
権
記
長
保
元
年
十
月
九
日
の
条
に
次
の
よ
う

な

一
節
が
あ
る
。

田
　
亥
剋
着
勅
使
房
、
休
息
間
、
権
別
当
律
師
明
久
来
、
無
告
諭
之
人
、　
不
能

相
謁
、
陳
明
朝
可
来
之
由
、
退
去
了
云
々
、

⌒鶴妹は峰罐勘蹴げ魏嚇”孵降は「宣上、現在通用の

右
の

屋
口諭
」
は
諸
橋
氏
の
大
漢
和
辞
典
に
よ
る
と
、
中
国
側
の
実
例
で
は

「
つ
げ
さ
と
す
」
の
意
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
そ
れ
で
は
意
味
が
通
じ

な
い
。
と
こ
ろ
が
右
に
引
用
し
た
記
述
に
続
い
て
翌
日
の
記
に
、

②
　
叉
寺
所
司
○
権
別
当
律
師
林
懐
己
講
等
来
、逢
、
即
謝
律
師
夜
前
無
告
人

不
対
面
之
由
、

と
あ
り
、
ま
た
、

０
　
自
四
条
宮
、
差
少
進
三
善
孝
経
被
仰
云
、
去
夜
参
入
由
、
今
朝
聞
食
、

依
無
告
申
之
人
、
不
召
御
前
、
極
不
便
事
也
、

（寛
弘
八
年
八
月
十
五
日
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
回
の

「告
諭
之
人
」
は
図
の

「告
人
」
、
０
の

「告

申
之
人
」
に
対
応
す
る
も
の
と
な
る
か
ら

「告
諭
」
は

「告
」
ま
た
は
星
口申
」

の
意
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、　
屋
口申
」
の

「申
」
は
こ
の
場
合
補
助
動

詞
（謙
譲
語
）
の

「申
す
」
と
見
て
よ
い
か
ら

「告
諭
」
は

「告
」
の
意
に
相
当

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で

「告
」

「諭
」
の
意
義
を
調
べ
て
み
る
と
、
経
籍
纂
詰
に
よ
れ
ば
独

断
上

・
礼
記
曲
礼
下
な
ど
の
注
に

「告
教
也
」
、
広
雅
釈
言
や
漢
書
雹
光
伝
の

集
注
な
ど
に

「
諭
暁
也
」
と
あ

っ
て
、
類
衆
名
義
抄

（以
下
に
は
名
義
抄
と
の

み
云
う
）
に
も

「諭
」

「暁
」
と
も
に

「
サ
■
ス

（底
本
の
声
点
は
省
略
。
以

下
の
引
例
に
お
い
て
も
声
点

・
濁
点
は
省
略
に
従
う
ど

の
訓
が
見
え
る

の
で

「告
諭
」
は
諸
橋
氏
の
大
漢
和
辞
典
に
言
う

「
お
し
え
さ
と
す
」
の
意
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、　
一
方
で
は
、
説
文
に

「諭
告
也
夙
言
念
声
」
と
あ
り
、
経

籍
纂
詰
に
よ
れ
ば
広
雅
釈
詰
三

・
漢
書
司
馬
相
如
伝
下
な
ど
に

「
諭
告
也
」
の

性
字
見
え
、
色
葉
字
類
抄
辞
字
間
に

「告

ッ
ク
詰
詐
風
啓
諦
…
（中
略
）
…
襲
話

告。己
豊
」
し，
わ
り
、　
ま
いた
夕
塁
欝
フ
に
よ
ｏ
「生
口
」

「論
ビ

・ζ
も
に
　
「
ツ
ク
」

の
釧
饗
″

見
え
る
の
で

屋
口
諭
」
を

「
つ
げ
る
」
の
意
に
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か

ら
田
の

「告
諭
之
人
」
と
は

「取
り
次
ぐ
人
」
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

次
に

「告
諭
」
の
語
形
に
類
似
の
熟
語
を
本
記
の
な
か
か
ら
探
す
と
、

「暁

告
」

「喩
告
」
の
二
語
が
見
出
さ
れ
る
。

ノJヽお
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四
　
左
欲
経
出
路
、
己
可
失
便
宜
、
経
東
脇
門
可
参
入
由
、
可
遣
仰
霧
、
荷

前
之
儀
如
此
、
可
相
准
也
、
武
術
承
諾
、
忽
差
召
使
、
遣
仰
陣
実
、
実

経
候
陣
、
働
密
々
示
督
、
令
暁
告
彼
陣
也
、
諸
卿
列
立
慢
内
、
此
度
南

上

西

面

也

、

初

北

上

失

欺

、
　

内
大
臣
着
慢
下
、
示
諸
卿
日
、
為
敬
御
在
所
、
以
南

可
為
上
、
働
初
列
立
之
時
喩
告
於
実
武
也
、
彼
是
不
被
覚
Ｆ
、
事
失
常
儀
云
々
、

（寛
弘
八
年
八
月
十
七
日
）

⌒鑑帥蜘』いつ部り神はは中̈
『腱っ形で示されているが、い

「暁
告
」
は
、
経
籍
纂
詰
に

「暁
喩
也
」
と
す
る
後
漢
書
馬
援
伝
。杜
篤
伝
な

ど
の
注
が
見
え
る
が
、
広
韻
に
よ
れ
ば

「
喩
」
は

「論
」
に
同
じ
で
あ

っ
て
名

義
抄
に
も

「喩
諭
上
通
下
正
」
と
あ
る
か
ら
、
前
掲
の

「諭
暁
也
」
の
注
を
参

考
に
す
る
と

「
さ
と
し
つ
げ
る
」
の
意
で
あ

っ
て
、
じ
じ
つ
諸
橋
氏
の
大
漢
和

辞
典
で
は
こ
の
意
に
解
し
て
い
る
が
、
経
籍
纂
詰
に
は
ま
た
、

「暁
猶
白
也
」

と
い
う
漢
書
元
后
伝
の
注
も
見
え
る
の
で
、
「
白
」
に
は

「
ま
う
す
、
つ
げ
る
」

の
意
が
あ
る
か
ら
四
の

「暁
告
」
は
田
の

「告
諭
」
に
同
じ
く

「
つ
げ
る
」
の

意
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
喩
告
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に

「喩
」
は

「諭
」
に
同
じ
で
あ
る

か
ら

「
お
し
え
さ
と
す
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
す
る
こ
と
で
も
な
く
、

ま
た
田
の

「告
諭
」
四
の

「暁
告
」
に
同
じ
く
こ
の
語
が

「
つ
げ
る
」
の
意
に

解
せ
ら
れ
る
こ
と
も
経
籍
纂
詰
に
見
え
る
後
漢
書
班
彪
伝
下
の

「喩
告
也
」
の

注
を
挙
げ
れ
ば
充
分
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
四
の

「暁
告
」

「
喩
告
」
は
文
脈
か
ら
考
え
て
意
味
に

「
お
し

え
る
、
さ
と
す
」
の
要
素
が
加
わ
っ
て
も
通
じ
る
が
、
国
の

「告
諭
」
は
文
脈

か
ら
考
え
て
も
文
字
通
り

「
つ
げ
る
」
の
意
で
あ

っ
て

「
お
し
え
る
、
さ
と
す
」

の
意
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
故
に
こ
そ
田
の

「告
諭
之
人
」
を
②
で

「告
人
」
と

も
記
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
田
の

「告
諭
」
は

「告
」

一
字
で
意
の
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、

①

ま
た
実
際
に
さ
き
に
挙
げ
た
０
０
の
例
や
他
の
公
卿
日
記
類
に
も
、

０
　
外
記
貞
用
申
云
、
昨
夜
罷
治
部
卿
家
告
事
由
、

（貞
信
公
記
、
天
慶
二
年
二
月
十
八
日
）

０
　
従
夜
部
雨
降
、
午
上
天
晴
、
此
日
告
御
即
位
由
於
山
陵
定
使
、

（御
堂
関
白
記
、
長
和
五
年
二
月
十
日
）

ｍ
　
入
夜
資
平
来
云
、
未
申
剋
許
左
将
軍
万
死

一
生
之
由
、
内
供
定
基
走
来

告
相
府
、

（小
右
記
、
長
和
四
年
十
二
月
十
二
日
）

８
　
参
摂
政
殿
、
為
御
使
参
左
府
、
是
来
十

一
日
月
次
祭
使
、
可
被
告
申
明

年
可
有
御
元
服
之
由
於
伊
勢
大
神
宮
宣
命
、
丼
幣
事
等
、
可
被
行
之
由
、

（左
経
記
、
寛
仁
元
年
十
二
月
八
日
）

０
　
実
基
来
談
世
間
事
之
中
、
尤
有
可
相
驚
之
事
、
資
通
、
師
良
着
尋
常
衣

冠
、
候
中
宮
、
去
七
日
参
河
守
卒
去
之
自
己
以
普
告
、

（春
記
、
長
暦
三
年
十
月
十
二
日
）

⑩
　
今
日
欲
参
博
陸
御
許
之
処
、
未
出
自
内
給
之
由
人
々
所
告
也
、

（水
左
記
、
承
保
四
年
十
二
月
十
五
日
）

ｍ
　
千
時
小
野
宮
殿
鯖
預
被
候
殿
上
、
例
令
申
候
由
、
還
殿
上
告。
申
喚
由
、

（大
府
記
、
永
保
二
年
三
月
十
三
日
）

ｏ
　
　
　
行
カ

ロ
　
告
云
、
断
向
、
但
午
刻
許
可
参
会
右
府
者
、

（帥
記
、
治
暦
四
年
十

一
月
十

一
日
）

⑩
　
無
程
参
詣
、
事
慶
難
極
、
告
其
旨
高
鼻
阿
閣
梨
、

（唯
肛
諫
ヽ
寛
治
四
年
八
月
八
日
裏
書
）
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（喘わ獄『廂̈
悧れＭれけ崎疎れげ暉轄日臨」に加えたもの

設論
は肺鉢
翼
り一礼
萌
毎
削
％
れな］競
解
型
ヽ

疇なに「罐姉」髪』バ島眸鰤哺わつ漢年に縛蹴重ねた本記の作者の意図

も′ヽそに一げド「一日赫計われ鮨無［
「義物籠）矩書いも詢経ｕ幅燎諄は、

婦稀嶽ルは燿御晰融引醐肝な森可語。封鵜練設に肢疏証動̈
わ熱わけ

取Ш出れはぼ制い麻蛯砕秘蜘娃牧れは一賤螺“｝崇神天皇御宇七年、

薪確ｒ簿管レゝ
大半亡没、千時天皇知其祟、忽以解謝、治駅

の
「亡沖ｒに一勢畔薄罐満コ射卸）とにするが、　♂綺駅」の
「駅」は説

嘘ぁま「『計詢孵詢』ユれ「［榊感動劇鮨制『潮衛は『刊庫い豫碁投「

御懇如嘲は
「に治「『
「治脚」展』』韓ヲヵ、デム数雫けれわ腕が期裁』柚力ヽでげ

に「嘲肝製と「嘲一〔『議最碁嘘』』』』力ヽ、い疇”一秦〓凌れ一】̈
『

とは次の例を見るといっそう明らかである。

固
　
末
代
之
事
奇
惟
多
端
、
身
雖
愚
庸
、
素
不
虚
言
、
面
奉
勅
語
、
何
有
失

誤
乎
、

（長
保
二
年
八
月
十
五
日
）

の

「
愚
庸
」
に
つ
い
て
、
集
韻
に

「庸

一
日
愚
也
」
と
あ

っ
て
名
義
抄

に
も

「愚
」
「庸
（
『
肩
』
の
条
ご

と
も
に

「
オ
ロ
カ
ナ
リ
」
の
訓
が
見
え
る
の
で

「愚
」
も

「庸
」
も

「
お
ろ
か
」
の
意
で

「愚
庸
」
は
同
義
の
漢
字
二
字
を
重

ね
た
熟
語
と
見
え
る
が
、
右
の
例
で

「
愚
庸
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
部
分
は
四

字
句
を
連
ね
る
、
い
わ
ば
広
義
の
餅
文
の
形
式
に
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
意

味
の
上
で
は

「
愚
」

「庸
」
の
い
ず
れ
か
一
方
で
こ
と
足
り
る
も
の
を
四
字
句

に
す
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ

「愚
庸
」
と
同
義
の
語
を
重
ね
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

も

っ
と
も
、
餅
文
と
言
っ
て
も
必
ず
対
句
を
用
い
、
句
中
旬
未
の
音
調
に
つ

い
て
の
規
則
を
守
る
本
格
的
な
も
の
を
言
う
の
で
は
な
く
て
、
こ
こ
で
は
主
と

し
て
、　
一
定
数
の
字
句
を
若
干
連
ね
た
程
度
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
文
は
、
漢
文
の
格
に
従

っ
て
記
し
た
普
通
の
漢
文
の
な
か
で
は
「馴
文
」

と
は
言
え
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
記
録
体
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
公
卿
日

記
類
の
文
章
に
お
い
て
は
、
字
旬
の
数
を
そ
ろ
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
だ
け
で
も
注
目
す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
。

い
ま
、

「同
義
の
漢
字
二
字
」
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
、
文
の
記

載
形
式
と
こ
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
語
彙
の
実
例
を
本
記
の
な
か
か
ら
挙
げ
る
。

田
　
後
漢
未
歳
、
実
異
重
畳
、
後
代
之
史
、
当
時
之
謡
、
以
為
賞
不
当
其
功
、

罰
不
当
其
罪
、
又
如
王
法
論
、
不
治
罰
悪
人
、
不
親
近
善
人
者
、
禍
胎

実
牽
何
処
転
之
哉
、

（長
保
二
年
六
月
十
日
）

右
の
例
は
前
半
に
四
字
句
、
後
半
に
五
字
句
を
連
ね
た
餅
文
の
形
式
を
と
っ

て
い
る
が
、
右
の

「治
罰
」
に
つ
い
て
、
経
籍
纂
詰
に
よ
れ
ば
周
礼
大
司
馬
の

「賊
殺
其
親
則
正
之
」
の
条
の
注
に

「
正
之
者
執
而
治
其
罪
」
と
あ
る
こ
と
や
、

ま
た
有
名
な
出
師
表
に

「
不
数
則
治
臣
之
罪
、
以
告
先
帝
之
霊
」
と
あ
る
「治
」



の
実
例
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「治
」
が

「
た
だ
す
」
の
意
を
表
わ
し

得
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従

っ
て
右
の

「治
罰
」
は

「
（悪
人
の
罪
を
）
た

だ
し
罰
す
る
」
の
意
で
あ
る
が
、

「治
罰
」
と
い
う
漢
語
は
索
引

・
辞
書
類
に

は
見
え
な
い
。
右
の
例
の
場
合
は
、
や
は
り
前
後
の
五
字
句
に
そ
ろ
え
、
ま
た

次
の

「親
近
」
の
句
と
の
対
応
関
係
な
ど
か
ら
作
ら
れ
た
熟
語
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

ｍ
　
比
至
飲
高
郡
忽
有
陰
雲
、
雨
脚
忽
降
、
心
中
祈
申
太
神
宮
、
廼
霧
、
有

神
恩
也
、　
一
奉
王
命
、
任
身
於
神
明
、
々
々
用
信
、
信
至
感
顕
者
也
、

（寛
弘
二
年
十
二
月
十
四
日
）

の

「
感
顕
（
こ
た
え
あ
ら
わ
れ
る
の
意
ど

も
こ
の
方
向
で
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

以
上
に
挙
げ
た
語
彙
は
い
ず
れ
も
動
作

・
状
態
の
意
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る

が
、
事
物
の
名
称
を
表
わ
す
語
彙
の
な
か
に
も
文
の
記
載
形
式
と
右
の
よ
う
な

関
係
に
立
つ
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

側
　
頃
之
諸
卿
被
参
西
中
間
、
令
亮
正
光
朝
臣
啓
事
由
…
（中
略
）
…
事
了
召

於
御
前
、
又
初
下
召
管
絃
者
、
干
時
鶏
吻
頻
飛
、
鳳
管
数
鳴
、
万
春
之

楽
未
央
、　
一
夜
之
漏
将
曙
、
事
了
賜
禄
有
差
、
与
藤
中
将
同
車
帰
宅
、

（長
保
二
年
二
月
十
五
日
）

の

「鶏
吻
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
語
彙
の
問
題
か
ら
本
記
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
話
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

０

本
記
は
他
の
公
卿
日
記
に
く
ら
べ
て
馴
文
形
式
の
文
章
が
多
い
。

以
上
に
挙
げ
た
い
く
つ
か
の
実
例
の
よ
う
に
、
本
記
で
は
作
者
が
特
に
強
い

感
動
を
受
け
た
事
件
の
描
写
に
際
し
て
し
ば
し
ば
餅
文
形
式
σ
混
入
し
た
文
章

を
綴

っ
て
い
る
。
し
か
も
記
録
体
で
記
し
た

一
日
の
記
述
の
な
か
に
、
作
者
の

強
い
感
動
を
記
し
た
部
分
だ
け
が
突
如
と
し
て
馴
文
形
式
で
混
入
し
て
い
る
田

の
よ
う
な
場
合
が
多
く
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
読
む
側
に
は
印
象
的
で
あ
る
。

他
の
日
記
類
で
は
小
右
記
、
春
記
、
水
左
記
な
ど
に
こ
の
形
式
が
見
え
る
が
、

大
府
記
、
御
堂
関
白
記
と
な
る
と
餅
文
形
式
の
形
骸
を
認
め
る
こ
と
さ
え
む
つ

か
し
く
な

っ
て
く
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
本
記
の
記
載
形
式
の
反
面
に
、
他
の
公
卿
日
記
と
同

様
に
漢
文
と
し
て
は
破
格
の
形
式
が
存
在
す
る
の
で
あ

っ
て
、
じ
つ
は
こ
の
方

が
本
記
の
記
載
形
式
の
土
台
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
場
合
に
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
本
記
の
よ
う
な
転
写
本
の
記
載
形
式
に
見
え
る
破
格
を
云
々
す

る
こ
と
に
果
し
て
意
味
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
日
記
類
に
は
、
御
堂
関
白
記
以
外
に
ま
と
ま

っ
た
分
量
を
持
つ
自
筆
本
が
伝

っ
て
い
な
い
と
い
う
止
む
を
得
な
い
事
情
の
は

か
に
、
転
写
の
際
に
は
、
転
写
本
の
筆
者
に
と

っ
て
読
解
し
難
い
原
本
の
部
分

は
そ
の
ま
ま
の
形
で
書
写
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
理
由
が
あ
る
の
で
あ

アつ
。従

っ
て
、
破
格
な
ど
の
著
し
い
個
所
に
つ
い
て
は
転
写
本
に
よ
っ
て
も
或
る

程
度
そ
の
原
形
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
と
筆
者
は
考
え
る
が
、
こ
の
問
題
を
詳

細
に
論
じ
る
こ
と
は
別
の
機
会
に
譲

っ
て
、
次
に
、
本
記
に
見
え
る
破
格
の
形

式
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

記
録
体
の
破
格
の
形
式
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
最
も
大
き
な

位
置
を
占
め
る
も
の
は
次
の
二
つ
の
形
式
で
あ
る
。

ま
ず
第

一
は
、
漢
文
と
し
て
の
正
し
い
格
に
従
え
ば

「述
語
―
客
語
」
の
語



順
に
な
る
も
の
を
、
述
語
が
さ
き
に
来
る
日
本
語
の
表
現
形
式
に
引
き
ず
ら
れ

て

「客
語
―
述
語
」
の
語
順
に
な
る
形
式
で
、
た
と
え
ば

「花
を
見
る
」
と
い

う
日
本
語
を
漢
文
で
記
せ
ば

「見
花
」
と
な
る
も
の
を
日
本
語
式
に

「花
見
」

と
記
す
類
で
あ
る
。

こ
の
形
式
の
変
化
形
と
し
て
、
客
語
が
二
つ
の
場
合
に
は
次
の
側
の
よ
う
に

一
方
の
客
語
が
述
語
の
前
に
出
た
り
、
ま
た
側
の
よ
う
に
客
語
と
述
語
の
間
に

助
動
詞
、　
介
詞
な
ど
反
読
形
式
を
と
る
語
が
入
る
場
合
も
あ
る
。

（以
下
の
例

で
、
△
印
は
客
語
、　
●
印
は
述
語
、
、
×
印
は
修
飾
語
を
示
す
。）

０
　
摺△
欅
送．
祭
使
将
監
長△
能△
許△
、
（　
小
右
記
、
永
観
二
年
十

一
月
十
八
日
）

⑩
　
即
令
申
云
、
左
寮
交
易
第
八
鼠
毛
可
給
者
、

（春
記
、
長
暦
四
年
十
月
十
六
日
）

次
に
、
右
の

「花
を
見
る
」
の
例
で

「花
」
に
更
に
修
飾
語
が
加
わ
っ
て
、

た
と
え
ば

「美
し
い
花
を
見
る
」
と
い
う
場
合
に
、　
こ
れ
を
漢
文
で
記
せ
ば

「見
美
花
」
と
な
る
も
の
を
記
録
体
の
文
で
は

「美
見
花
」
と
記
す
場
合
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
漢
文
で
は

「述
語
―
修
飾
語
―
客
語
」
の
語
順
に
な
る
も
の
を

「修
飾
語
―
述
語
―
客
語
」
と
記
す
形
式
で
あ
る
。

こ
の
形
式
が
更
に
拡
大
さ
れ
て
修
飾
語
、
客
語
間
の
修
飾
関
係
に
と
ど
ま
ら

な
い
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

凶
　
尚
侍
渡
給
高
倉
、
参
院
、
有
被
供
養
御
経
、
僧
召
教
円
、

（御
堂
関
白
記
、
長
和
五
年
八
月
升
日
）

は
、
同
格
関
係
に
あ
る

「
僧
」
と

「教
円
」
の
間
に
述
語
の

「
召
」
が
入
っ
た

例
で
あ
る
。

破
格
の
形
式
に
つ
い
て
は
な
お
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

す
で
に
先
学
の
範
口及
も
あ
る
の
で
詳
細
は
そ
れ
ら
に
譲

っ
て
、
次
に
話
を
進
め

て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
な
二
つ
の
破
格
の
形
式
は
公

卿
日
記
類
の
す
べ
て
に
認
め
ら
れ
る
。

い
ま
、　
二
つ
の
形
式
の
う
ち
前
者

を

〔Ｉ
〕、
後
者
を
〔Ⅱ
〕
と
し
て
、
ま
ず
本
記
以
外
の
日
記
類
の
実
例
を
挙
げ
る
。

〔Ｉ
〕
の
形
式

囲
　
寂
律
師
於
定
法
寺
修
善
始
、
（貞
信
公
記
、
延
喜
十
八
年
五
月
十

一
日
）

の
　
次
参
右
府
、
申
権
左
中
弁
忠
輔
勘
事
免
給
之
由
、

（小
右
記
、
承
延
二
年
十
二
月
十
七
日
）

囲
　
越
後
守
信
経
馬
十
疋
献
、
皆
置
鞍
、
他
雑
物
相
具
、

（御
堂
関
白
記
、
寛
弘
二
年
五
月
十
三
日
）

閣
　
籠
候
内
御
物
忌
、
今
日
於
殿
上
有
宇
佐
使
餞
事
、
兼
日
以
廻
文
告
示

一

種
物
可
被
出
之
由
於
人
々
、　
　
　
（左
経
記
、
寛
仁
元
年
九
月
升
日
）

ｍ
　
督
殿
命
云
、
彼
延
木
御
記
、
今
朝
廿
巻
持
来
、
今
明
日
可
営
書
也
、

（春
記
、
長
暦
三
年
十
月
十
九
日
）

囲
　
頭
弁
泰
賢
朝
臣
来
云
、
可
有
祈
雨
奉
幣
、
其
日
時
可
令
勘
申
者
、

（水
左
記
、
康
平
六
年
六
月
二
日
）

②
　
左
大
臣
宣
奉
、
勅
右
大
臣
奉
之
、
希
有
之
事
也
、

（大
府
記
、
康
和
二
年
七
月
三
日
）

の
　
例
椰
留
従
者
丼
随
身
、
皮
籠
披
見
之
処
、
有
申
文
五
通
、

（帥
記
、
承
暦
五
年
三
月
十
六
日
）

側
　
雪
紛
々
庭
積
、
盈
尺
深
五
寸
、
仙
院
北
山
御
覧
、

（帷
運
諜
ヽ
寛
治
五
年
正
月
八
日
）

〔Ⅱ
〕
の
形
式

制
　
紅
雪
二
斤
送
大
弐
許
、
良
佐
有
手
書
、

（貞
信
公
記
、
延
長
三
年
十
二
月
十
日
）

囲
　
去
夜
中
納
言
行
成
参
議
通
任
着
左
衛
門
陣
、
子
夜
取
御
馬
云
々
、



（小
右
記
、
長
和
二
年
八
月
十
七
日
）

田
　
今
朝
典
侍
中
務
宅
置
厭
物
椰
女
一ム
々
、

（御
堂
関
白
記
、
長
和
四
年
七
月
二
日
）

図
　
午
剋
許
、
左
衛
門
尉
宗
相
朝
臣
　
　
　
　
　
ｘ
ｘ
．

等
、
令
追
捕
大
殿
輪
　

△
△

卒金
銀
等
盗
人
、
持

参
摂
政
殿
御
宿
所
方
、

田
　
是
等
追
従
価
△
　
　
　
　
　
　
　
　
（左
経
記
、
寛
仁
元
年
七
月
十
日
）

飛
心
之
故
、
議
言
芳
成
之
故
也
、

（春
記
、
長
暦
二
年
十
二
月
十
二
日
）

田
　
令
退
出
給
時
、
召
下
官
、
吉
日
可
為
検
非
違
使
別
立
「有
天
気
、

（『婦、各蹄け脚穆け燕れ稗「ではなくて主語であるが、便

（水
左
記
、
治
暦
三
年
五
月
十
日
）

帥
　
次
参
内
、
令
奏
国
随
住
申
絶
命
・　
　
×
×
．
．
△

御
方
行
幸
有
無
例
事
、

ｍ
　
可
然
有
女
子
上
達
部
雖
有
両
三
一　
大
府
記
、
応
徳
二
年
十
二
月

一
日
）

猶
不
如
思
、

帥
　
左
大
弁
到
来
、
漢
書
受
説
云
々
　ヽ
　
帥
記
、
永
保
元
年
六
月
十

一
日
）

参
照

｛左
大
弁
到
来
、
受
。漢
。書
。説
。野
　
（唯
」
鉄
、
寛
治
四
年
四
月
十
八
日
）

（同年四ポ十九日）
一

こ
の
よ
う
な
破
格
の
形
式
の
使
用
頻
度
は
お
の
お
の
の
日
記
に
よ
っ
て
一
様
で

は
な
い
が
、
〔Ⅱ
〕
の
形
式
は
御
堂
関
白
記

。
後
二
条
帥
通
記
を
除
い
て
あ
ま
り

使
用
さ
れ
る
こ
と
膚
　
″

なお、これらぃ遺ぃょぅでぁる。

）形
式
は
醍
醐
天
皇
御
記
、
村
上
天
皇
御
記
に
も
次
の
よ
う

に
そ
の
実
例
が
見
え
る
。

⑩
　
仰
日
、
大
歌
所
琴
歌
、
伝
習
無
」レ人
、
恐
此
事
絶
、

（醍
醐
天
皇
御
記
、
延
喜
六
年
正
月
九
日
）

回
　
民
部
卿
藤
原
朝
臣
、
令
二延
光
朝
臣
申
一云
、今
朝
左
大
臣
申
下送
可
レ令
レ

勘
二送
大
臣

一
人
任
宣
命
例
一之
由
上、

（村
上
天
皇
御
記
、
康
保
三
年
正
月
十
六
日
）

υ
　
其
北
廂
当
二第
二
柱
一、
施
二
五
凡
屏
風
■
■
隔
レ之

‥
六
中
略
）
…
叉
当
ニ

其
北
廂
中
戸
東
柱
一、
施
二屏
風
二
帖
一隔
レ之
、

（村
上
天
皇
御
記
、
康
保
三
年
二
月
十
二
日
）

次
に
本
記
の
実
例
を
若
干
挙
げ
る
と
、

〔Ｉ
〕
の
形
式

０
　
行
義
朝
臣
入
夜
来
、
示
明
旦
可
下
向
之
由
、
塵
蒔
野
釧

一
腰
借
与
、
故

殿
御
剣
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（長
保
六
年
四
月
十
日
）

回
　
大
臣
参
上
殿
上
之
次
、
被
仰
推
問
使
申
請
事
、
宣
旨
可
下
、
暫
可
候
者
、

（寛
弘
元
年
八
月
十
日
）

口
　
右
府
鴨
詣
、
殿
四
位
少
将
供
奉
云
々
、
　
　
（寛
弘
二
年
四
月
十
九
日
）

鯛
　
一
宮
御
修
法
事
有
仰
、
傷
其
事
為
行
、
暫
候
之
間
、
御
悩
甚
重
、

（寛
弘
六
年
二
月
十
五
日
）

ｍ
　
候
内
之
間
、
左
府
以
下
被
参
入
、
予
院
殿
上
被
免
云
々
、

（寛
弘
七
年
正
月
三
日
）

〔Ⅱ
〕
の
形
式

田
　
今
日
院
御
覧
花
有
御
幸
、
左
大
臣
被
屈
従
、

（長
保
六
年
三
月
十
八
日
）

Ш
　
参
衛
、
欲
着
之
間
、
官
掌
保
理
告
座
傍
地
出
見
性
（寛
弘
二
年
六
月
十
三
日
）

右
の
よ
う
に
破
格
の
形
式
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
で
は
、
本
記
も
ま
た
他
の
公

卿
日
記
類
の
埓
外
に
出
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
破
格
の
形
式
を
土
台

と
し
て
、
そ
の
上
に
前
述
の
餅
本
形
式
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



つ
ま
り
、
本
記
の
文
章
の
記
載
形
式
は
記
録
体
と
し
て
の

「和
」
の
要
素
と
、

そ
れ
と
は
逆
の
、
餅
文
形
式
と
い
う

「漢
」
の
要
素
の
共
存
と
い
う
点
で
、
公

卿
日
記
類
の
な
か
で
も
特
異
な
存
在
な
の
で
あ
る
。

以
上
は
本
記
の
記
載
形
式
の
う
ち
、
文
の
写
し
方
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
次

に
本
記
の
、
語
の
写
し
方
に
つ
い
て
蛇
足
な
が
ら
簡
単
に
触
れ
る
と
、
本
記
に

も

「壷
寝
」

「
記
異
」
な
ど
の
宛
字
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

「局
」

「奇
異
」
の
宛
字
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
宛
字
の
見
え
る
こ
と
は
、
本

記
が

「和
」

「漢
」
両
要
素
の
共
存
と
は
言

っ
て
も
そ
の
土
台
は

「和
」
の
側

に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

０

さ
て
、
本
稿
の
日
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
記
使
用
の
語
彙
の
う
ち
索
引

。
辞

書
類
に
見
え
ず
、
ま
た
本
記
以
外
の
公
卿
日
記
類
に
も
見
る
こ
と
の
稀
な
語
彙

の
な
か
に
は
餅
文
形
式
と
関
係
の
深
い
も
の
が
あ
る
が
、　
星
口諭
」
の
見
え
る

例
田
の
文
章
は
餅
文
形
式
で
は
な
く
、

「
可
…
之
由
」
と
い
う
記
録
体
通
用
の

形
式
の
見
え
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
記
録
体
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
文

章
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、　
星
口論
」
を
こ
れ
ら
の
語
彙
と
等
し
な
み
に
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

そ
こ
で
、
再
び
本
記
の
語
彙
の
使
用
面
に
目
を
転
じ
る
と
、
本
記
に
は
同
義

語
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

側
　
去
五
日
招
大
炊
頭
光
栄
朝
臣
、
示
語
可
遂
此
事
之
由
、
依
彼
朝
臣
許
諾
、

此
日
改
葬
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（寛
弘
八
年
七
月
十

一
日
）

団
　
申
云
…
（中
略
）
…
今
依
無
事
勤
不
可
居
此
官
、
況
与
蔵
人
頭
競
望
之
事
、

何
右
許
容
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（長
徳
四
年
八
月
十
六
日
）

妙字「鶏嚇け
「締諮＃一”クず「も一許「和』勅写『燿』綺』卜』電けれに

省
略
に
従
う
）
と
あ
り
、
ま
た
他
の
公
卿
日
記
類
に
も
、

Ｄ
　
左
少
将
忠
経
来
云
、
可
奉
賀
茂
祭
使
、
与
陪
従
装
束
乎
者
、
許
諾
詑
、

黙
粘燿
蹴
錮
ユ請
柄
訟菱

団
　
昨
日
直
物
次
有
除
日
、
参
議
誠
信
、
議
枷
嗜
ヽ
神
『
呻
理
響
一
申
痺
ご
』
『

回
　
今
夕
女
叙
位
御
申
文
沙
汰
之
次
、
春
官
無
女
爵
之
由
令
奏
院
了
、
有
御

許
諾
者
、
　
　
　
　
　
　
　
（大
府
記
、
康
和
六
年
正
月
十

一
日
）

団
　
控
車
相
示
云
、
然
者
只
今
可
被
会
八
条
亭
敷
、
許
諾
已
了
向
八
条
亭
、

（帥
記
、
永
保
元
年
十

一
月
十
三
日
）

団
　
被
仰
云
、
八
座
事
昨
行
幸
間
示
摂
政
、
己
有
許
容
、

（小
右
記
、
永
詐
元
年
二
月
十
七
日
）

の
よ
う
に
例
が
見
え
る
ほ
か
、
記
載
分
量
が
少
な
い
の
で
本
稿
国
の
記
載
形
式

の
項
で
は
取
り
挙
げ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
土
右
記
（源
俊
房
作
）
に
も
次
の

よ
う
な
例
が
見
え
る
。

団
　
於
是
彼
大
臣
許
諾
次
間
此
声
日
日
、
　
　
　
（延
久
元
年
五
月
十
八
日
）

団
　
一
々
見
下
之
間
余
触
大
臣
云
々
可
定
申
文
相
加
如
何
、
大
臣
有
許
容
、

（延
久
元
年
五
月
十
三
日
）

こ
れ
ら
の
語
は
公
卿
日
記
類
で
は
通
用
の
語
と
認
め
ら
れ
る
が
、
本
記
に
は

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
語
と
同
義
の
も
の
に

「許
応
」
が
あ
る
。

口
　
叉
申
源
中
納
言
申
由
…
（中
略
Ｙ
・但
候
本
宮
藤
為
店
同
可
申
補
也
、
有

許
応
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（寛
弘
八
年
十
月
七
日
）

側
　
初
清
子
申
譲
男
好
親
、
芳
子
中
譲
兄
市
正
、
依
無
許
応
、
終
白
所
叙
也
、

（寛
弘
八
年
十
二
月
十
八
日
）
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「許
応
」
は
索
引

。
辞
書
類
に
実
例
の
見
え
な
い
漢
語
で
あ
る
が
、
「許
諾
」

の

「諾
」
は
説
文
に

「諾
層
也
」
と
あ

つ
て
段
氏
の
注
に

「害
者
応
之
俗
字

説

解
中
有
此
字
或
偶
雨
夙
俗
或
後
人
妄
改
疑
不
能
明
也
大
徐
於
此
部
増
警
字
誤
臭

口
部
日
唯
諾
也
唯
諾
有
急
緩
之
別
統
言
之
則
皆
応
也
」
と
あ
る
こ
と
や
、
ま
た

「応
諾
」
と
い
う
漢
語
の
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に

「応
」

と

「諾
」
と
は
同
義
で
あ
る
か
ら
、

「許
応
」
は

「許
諾
」
と
同
義
の
語
と
見

て
さ
し
つ
か
え
な
い
が
、
公
卿
日
記
類
で
も
珍
し
い
漢
語
で
あ
る
。

こ
の

「許
諾
」
「許
容
」
「許
応
」
の
関
係
に
準
じ
る
語
彙
の
実
例
を
若
干
次

に
挙
げ
る
と
、
「
死
去
」
の
同
義
語
に
至
っ
て
は
、
「卒
去

・
入
滅

・
往
生
」
な

ど
は
意
義
に
特
殊
な
要
素
が
加
わ
る
か
ら
別
と
し
て
も
、
本
記
で
は
じ
つ
に
九

種
類
に
も
及
ん
で
い
る
。

ｍ
　
式
部
大
丞
源
国
政
昨
死
去
、　
　
　
　
　
　
　
（長
徳
四
年
七
月
七
日
）

団
　
而
依
前
司
知
章
朝
臣
任
中
疫
病
人
民
死
亡
、
田
畝
減
了
、

（長
徳
四
年
四
月
十
日
）

０
　
正
四
位
下
源
朝
臣
兼
資
卒
…
（中
略
）
…
自
初
秋
之
末
寝
食
序
失
常
、
霧

露
相
犯
…
（中
略
）
…
己
剋
終
世
、　
　
　
　
　
（長
保
四
年
八
月
六
日
）

制
　
参
左
府
次
、
覚
縁
内
供
云
雅
守
内
供
逝
去
由
、
衝
黒
退
出
、

（長
保
二
年
八
月
十
五
日
）

叙
位
之
後
、
去
正
月
任
紀
伊
守
、
患
疫
十
余
日
、
忽
逝
亡
、

被
命
云
…
（中
略
）
…
而
入
道
民
部
少
輔
女
弟

一
昨
午
時
許
長
逝
之
由
示

送
、
働
不
参
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（正
暦
三
年
六
月
九
日
）

頭
中
将
室
家
此
暁
亡
去
者
、
即
遣
惟
弘
、
弔
弼
相
公
及
中
将
、

（長
保
四
年
五
月
十
七
日
）

未
剋
、
去
年
誕
生
男
児
亡
歿
、　
　
　
　
　
（長
徳
四
年
十
月
十
八
日
）

洛
陽
士
女
聞
莞
逝
而
皆
恋
慕
実
、　
　
　
　
（正
暦
四
年
七
月
十
九
日
）

右
の
例
の
な
か
で
、

「死
去
」
は
十
巻
本
伊
呂
波
字
類
抄
に
も
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、
他
の
公
卿
日
記
に
も
、

御
導
師
成
真
死
去
、
働
欲
望
申
、

側
　
山
階
日
歓
来
云
、

（小
右
記
、
正
暦
四
年
六
月
二
日
）

ｍ
　
人
長
左
近
将
曹
尾
張
時
頼
去
秋
死
去
、

（左
経
記
、
長
元
四
年
間
十
月
十
四
日
）

一前
兵
衛
佐
仲
房
昨
日
死
去
己
了
、

口
　
伯
者
前
司
良
経
息

（春
記
、
永
承
七
年
五
月
五
日
）

側
　
後
聞
、
此
日
左
衛
門
尉
平
盛
方
死。
去。
、
薄
却
行
　ヽ
年
来
家
人
也
、　
可
憐

（水
左
記
、
承
暦
四
年
間
八
月
十
二
日
）

々

々

、

も

と
あ
り
、
ま
た
往
来
物
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。

同
　
是
則
去
年
春
募
秋
時
利
息
進
文
契
申
請
人
々
之
中
或
逃
亡
或
死
去
或
貧

弊
不
堪
有
人
無
弁
、
金
認
書
札
礼
回
）

と
あ

っ
て

「
死
去
」
が
も

っ
と
も
通
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
で
は
、

許
逝
去
云
々
、
干
時
年
十
九
、

間
　
左
大
将
女
御
午
時

氷
酢
元
年
五
月
十
九
日
）

（小
右
記
、

田
　
後
間
、
中
納
言
能
季
卿
…
（中
略
）…
信
濃
前
司
藤
伊
綱
依
飽
癒
逝
去
、

（水
左
記
、
承
保
四
年
八
月

一
日
）

ｍ
　
例
無
機
之
由
被
存
之
間
、
近
日
有
証
人
示
云
、
件
童
於
家
中
逝
去
実
也

者
件
事
発
覚
沙
汰
之
問
…
（以
下
略
）、（大
府
記
、
承
暦
三
年
二
月
四
日
）

の

「逝
去
」
や
、
次
の

「亮
逝
」
な
ど
が

一
般
的
で
あ
る
。

側
　
而
窓
々
間
思
而
渉
年
之
間
、
彼
大
弁
売
逝
了

（春
記
、
長
暦
三
年
十
月
十
八
日
）

側
　
今
日
寅
剋
皇
太
弟
珊
論
噛
太
売
給
…
（中
略
）
‥
日
来
頗
疫
以
発
御
、
遂
令
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莞
逝
給
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
府
記
、
応
徳
二
年
十

一
月
八
日
）

な
お
、

「売
逝
」
は
索
引

・
辞
書
類
に
は
見
え
な
い
語
で
あ
る
。

次
に
、
側
の

「逝
亡
」
も
索
引

・
辞
書
類
に
は
見
え
な
い
が
、
語
形
が
顛
倒

し
た
形
の

「
亡
逝
」
が
他
の
公
卿
日
記
類
に
見
え
る
。

側
　
今
夜
右
中
弁
資
忠
亡
逝
云
々
…
（中
略
）
…
殊
不
重
悩
、
而
忽
亡
逝
云
々
、

（小
右
記
、
永
延
元
年
五
月
十

一
日
）

制
　
寅
時
許
、
家
業
亡
逝
己
了
者
、
　
　
（春
記
、
長
暦
三
年
十
月
十
六
日
）

こ
の
語
形
も
索
引

・
辞
書
類
に
は
見
え
な
い
。

残
り
の

「
死
亡
」
「終
世
」
「長
逝
」
「
亡
去
」
「
亡
歿
」
の
う
ち
で
、
「
亡
去
」

は
諸
橋
氏
の
大
漢
和
辞
典
で
は

「
逃
げ
去
る
」
の
意
の
漢
語
で
あ

っ
て
他
の
辞

書
類
に
も

「
死
去
」
の
意
の
実
例
は
見
え
ず
、
ま
た
公
卿
日
記
類
で
も
珍
し
い

語
で
あ
る
。

本
記
の
語
彙
の
使
用
面
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
漢
語
間
に
限
る
も
の

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

「自
宅
に
帰
る
」
の
意
を
表
現
す
る
場
合
に
、
本
記

で
は
、
ｍ
　
豊舶
左
府
、
暫
之
帰
宅
、　
　
　
　
　
　
　
　
（長
保
二
年
七
月
十
三
日
）

岡
　
詣
左
府
申
此
旨
、
臨
昏
、
帰
柴
戸
、
　
　
　
（長
保
二
年
七
月
十
九
日
）

帥
　
次
詣
左
府
、
暫
之
詣
弾
正
宮
、
帰
家
、
　
　
　
（長
保
四
年
四
月
九
日
）

の
よ
う
な
例
が
見
え
る
。
ま
た
、

口
　
令
申
日
来
提
携
危
急
之
病
者
、
不
参
入
、
今
間
依
有
可
見
給
之
事
、
自

地
罷
到
蝸
舎
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（長
徳
四
年
四
月
二
日
）

は
意
味
に
異
な
る
要
素
が
加
わ
っ
て
く
る
が
、
当
面
の
問
題
の
参
考
に
は
な
し

得
る
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
で
、
Ｍ
の

「帰
宅
」
は
漢
語
と
見
る
と
し
て
も
他
は
訓
読
の
語

で
あ
る
が
、
特
に
囲
の

「帰
柴
戸
」
に
つ
い
て
は
、

「帰
華
」
―
布
施
秀
治
氏

∧
古
文
書
古
記
録
に
見
え
た
る
語
辞
の
一
般
考
察
（下
）∨
（帝
国
学
士
院
紀
事

第
二
巻
第
二
号
）参
照
―
と
い
う
語
が
あ
っ
て
、
「歴
屋
に
帰
る
」
の
意
を
表
わ

し
、団
　
叉
参
殿
、
臨
夜
帰
華
、　
　
　
　
（小
右
記
、
天
元
五
年
五
月
十
九
日
）

側
　
予
乗
車
当
車
帰
渡
高
陽
院
了
…
（中
略
）
…
深
更
帰
華

（春
記
脱
漏
補
遺
、
永
承
五
年
三
月
十
五
日
）

田
　
寅
剋
許
出
山
房
、
巳
終
入
京
洛
、
須
過
今
明
日
帰
事
也
、

（水
左
記
、
承
保
四
年
間
十
二
月

一
日
）

⌒利
衡
に
は
御
婦
一
帥
記
、
後
二
条
師
通
記
の
実
例
は
煩
雑
を
避
け
る
た

ｍ
　
日
暮
事
詑
、
廻
レ藤
帰
事
、
　
　
　
　
（明
衡
往
来
、
四
月
、
参
議
伴
）

の
よ
う
に
他
の
公
卿
日
記
や
往
来
物
な
ど
に
例
が
見
え
る
が
、

「帰
柴
戸
」
は

こ
の

「帰
華
」
の
、
文
字
通
り
の
日
本
語
的
表
現
で
あ

っ
て
、
公
卿
日
記
類
で

も
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。

ま
た
、
本
記
に
は

「
廻
撥
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。

帥
　
阿
波
権
守
済
政
示
云
…
（中
略
）
…
料
物
本
宣
旨
所
下
美
濃
国
正
税
春
、

忽
非
可
出
来
、
廻
撥
可
借
下
、
　
　
　
　
（長
保
二
年
十
二
月
十

一
日
）

こ
の
語
は
索
引

。
辞
書
類
に
見
え
な
い
が
、
色
葉
字
類
抄
畳
字
間
の

「久
」

の
項
に

「
迎
抜
方
略
分
」、
「他
」
の
項
に

「
廻
接
タ
ハ
ヵ
ル
」

と
あ
る
の
で
、　
右

の
口
の
場
合
、
音
読
か
訓
読
か
を
決
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は

と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
と
同
義
の
表
現
に

「
廻
方
略
（方
略
を
廻
ら
す
ご

と

い
う
言
い
方
が
あ
っ
て
本
記
に
も
そ
の
例
が
見
え
、

口
　
即
具
申
案
内
…
（中
略
）
…

一
年
所
出
之
物
、
豫
推
共
種
如
此
、
何
況
未

収
当
年
御
封
雖
無
術
計
、
通
行
判
臣
殊
則
方
略
所
本
仕
也
、

（長
供
四
年
五
月
四
口
）
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ま
た
、
古
文
書
類
に
も
実
例
が
見
え
る
。

囲
　
此
外
材
木
及
作
料
私
廻
方
略
勤
仕
、
是
則
為
合
御
周
忌
所
奔
営
也
、

（平
安
遺
文
口
、
〇
三
〇
〇
、
天
台
座
主
良
源
遺
告
、
ｏ
虚
山
寺
文
書
）

次
に
、
紙
幅
を
考
慮
し
て
実
例
は
省
略
に
従
い
、
語
彙
の
み
を
挙
げ
る
と
、

〔１
〕夭
死

・
夭
亡

。
早
亡
、
〔２
〕
覚
悟

・
暁
悟

（
い
ず
れ
も

「
さ
と
る
」
の

立５
、
〔３
〕寄
宿

・
寄
住
、
〔４
〕繁
庫

。
繁
雑
、
〔５
〕要
束

。
約
束
、

な
ど
が
同
義
語
と
し
て
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
「非
例

・
不
例
（
い

ず
れ
も

「
心
身
の
正
常
で
な
い
状
態
」
を
言
う
ど

「平
損

・
平
復

・
平
癒

（
い

ず
れ
も

「病
が
癒
え
る
」

の
意
と

な
ど
他
の
公
卿
日
記
類
に
も
珍
し
く
な
い

語
彙
は
省
略
に
従

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
同
義
語
と
い
っ
て
も
こ
れ
ら
の
語
彙
に
は
意
味
の
周
辺
部
に
お

け
る
微
妙
な
違
い
や
、　
ニ
ェ
ア
ン
ス
の
差
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
の
違

い
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
語
が
使
い
分
け
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
傾
向
は
認
め
ら

れ
な
い
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
ょ
う
に
、
本
記
に
は
同
義
語
の
使
用
が
著
し
い
。
じ

っ

さ
い
、
公
卿
日
記
類
の
な
か
で
本
記
ほ
ど
同
義
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は

な
い
。
小
右
記
、
春
記
に
は
こ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が
本
記
ほ
ど
で
は
な
い
。

し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
以
上
に
挙
げ
た
諸
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ

う
に
一
方
に
当
時
の
公
卿
日
記
類
に
お
け
る
通
用
語
が
使
用
さ
れ
な
が
ら
、
他

方
で
は
そ
れ
と
同
義
で
、
本
記
特
有
の
語
彙
と
も
見
え
る
も
の
が
使
用
さ
れ
る

場
合
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
本
記
に
は
文
選
読
み
の
実
例
が
見
え
る
。

０
　
余
示
云
…
（中
略
）
…
行
成
平
生
短
慮
也
、
況
病
悩
不
覚
所
案
之
事
、
定

有
織
膠
誤
、
車
中
能
被
廻
思
慮
可
及
奏
聞
也
、（長

徳
四
年
七
月
十
四
日
）

の

「織
膠
誤
」
は

「
ひ
び
ゆ
う
の
あ
や
ま
り
」
と
い
う
文
選
読
み
の
表
現
で
あ

る
が
、
公
卿
日
記
類
の
な
か
で
も
珍
し
い
実
例
で
あ

っ
て
、
文
選
読
み
に
つ
い

て
の
先
学
の
識
の
な
か
で
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
本
記
の
語
彙
使
用
面
で
の
特
徴
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
本
記
は

語
彙
の
面
に
お
い
て
も

「和
」

「漢
」
両
要
素
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
同

一
語
の
使
用
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
は
餅
文
形
使
用
と
と
も
に
、

本
記
が
、
日
記
は
単
に
備
忘
の
た
め
の
も
の
で
日
記
の
筆
者
自
身
に
の
み
わ
か

れ
ば
よ
い
―
た
と
え
ば
御
堂
関
白
記
の
よ
う
に
―
と
い
う
態
度
で
は
な
く
て
、

よ
い
文
章
を
作
ろ
う
と
す
る
作
者
の
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ

っ
て
、　
屋
口諭
」

も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
作
者
の
姿
勢
に
沿

っ
て
、
つ
ま
り
、
文
の
修
辞
と
い
う

方
向
で
処
理
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（大
学
院
学
生
）

注
①
　
本
稿
に
言
う
と
こ
ろ
の
公
卿
日
記
類
と
は
次
に
挙
げ
る
も
の
を
指
す
。

貞
信
公
記
、
小
右
記
、
権
記
、
御
堂
関
白
記
、
左
経
記
、
春
記
、
水

左
記
、
大
府
記
、
帥
記
、
後
二
条
師
通
記
こ
れ
ら
は
平
安
初
期
か
ら

院
政
初
期
に
わ
た
る
、
お
よ
そ
百
七
十
年
間
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
下
限
を
院
政
初
期
に
お
い
た
所
以
は
、
こ
の
頃
を
境
と
し
て
そ
の

前
と
後
に
お
い
て
は
日
記
類
に
見
え
る
特
殊
な
語
彙
の
一
群
に
量
的

に
も
質
的
に
も
著
し
い
違
い
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
間

題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
の
で
本
稿
で
は
論
じ
な
い
こ

と
に
す
る
。
従

っ
て
、
権
記
に
見
え
る
こ
れ
ら
の
語
彙
に
つ
い
て
も

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

依

っ
た
本
は
醍
醐
天
皇
御
記
、
村
上
天
皇
御
記
―
続
々
群
書
類
従
、

貞
信
公
記
、
後
二
条
師
通
記
―
大
日
本
古
記
録
、
左
経
記
、
師
記
―



史
料
大
成
、
春
記
―
丹
鶴
叢
書
、
水
左
記
―
増
補
史
料
大
成
、
土
右

記
―
宮
内
庁
書
陵
部
コ
ロ
タ
イ
プ
復
製
、
御
堂
関
白
記
―
自
筆
本
の

あ
る
年
次
に
つ
い
て
は
自
筆
本
コ
ロ
タ
イ
プ
復
製
（立
命
館
出
版
部
）、

そ
の
他
の
年
次
に
つ
い
て
は
大
日
本
古
記
録
、
小
右
記
―
天
元
五
年

一
月
―
寛
弘
八
年
十
二
月
は
大
日
本
古
記
録
、
そ
の
他
の
年
次
に
つ

い
て
は
史
料
大
成
で
あ
る
。

な
お
、
大
府
記

（藤
原
為
房
作
）
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
本

（十
冊
）
に
依

っ
た
が
、
そ
の
閲
覧
に
際
し
て
格
別
の
便
宣
を
与
え
ら

れ
た
同
館
の
関
係
各
位
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
の
例
の

「喩
」
を

「
つ
げ
る
」
の
意
に
解
す
れ
ば
そ
の
意
を
屋
ご

以
外
の
漢
字
で
記
し
た
貴
重
な
実
例
の
一
つ
と
な
る
が
、
文
脈
か
ら

見
て
こ
の

「
喩
」
は

「
お
し
え
る
」
の
意
に
解
し
て
も
通
じ
る
も
の

で
あ
り
、
し
ば
ら
く
確
か
な
例
と
す
る
こ
と
を
控
え
た
い
。

王
女
退
著
本
座
、
主
上
還
御
小
安
殿
、
余
此
間
近
候
、
喩
申
雑
事
、

余
叉
進
大
極
殿
、
齋
王
至
輿
下
、
示
雑
事
、

（御
堂
関
白
記
、
寛
仁
二
年
九
月
八
日
）

武
藤
元
信

「記
録
文
の
特
色
」
（武
藤
元
信
論
文
集
）、
築
島
裕

「変

体
漢
文
研
究
の
構
想
」

（東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科

「
人
文

科
学
科
紀
要
第
１３
輯
」
）、　
高
松
政
雄

「御
堂
関
自
記
の
実
態
―
主

に
表
記
の
面
か
ら
見
た
―
」
（国
語
国
文
第
３．
巻
第
９
号
）

吉
田
金
彦

「高
山
寺
蔵

『
書
札
礼
』
に
つ
い
て
」
（愛
媛
大
学
紀
要
、

第

一
部
、
人
文
科
学
、
第
８
巻
第
１
号
）
所
収
の
本
文
に
よ
る
。

築
島
裕

「文
選
読
」
考
（国
語
と
国
文
学
第
２
巻
第
■
号
）




